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直接話法←→間接話法の注意点(1)


  いよいよ「頭の体操」に入ります。「直接話法」と「間接話法」の転換練習です。話法の最初のプリント（第３６号）に少しだけ紹介させていただきましたが、今回は注意すべき項目をすべてご紹介すると共に、それぞれの変化を確認していただきます。



(1)時制の一致の例外：助動詞（の過去形）（応用）
 (ⅰ) I think (that) you should ask your teacher for help.
    　（先生に助けを求めた方がいいと思う）
 (ⅰ)' I thought (that) you should ask your teacher for help.
　少し知識のある方は、助動詞の後が原形になっているのだから、時制の一致だと助動詞の後に 「have ＋ 過去分詞」をつなげるのでは（仮定法の連想で）、という推測をするかも知れませんが、元々過去形になっている場合には、紛らわしいのでそのままにしておきます。他にも次のような助動詞の過去形は、変化させません。
 would, should, could, might, had better, ought to, used to, など


　助動詞の過去形のみならず、mustも、変化させる必要がありません。
 (ⅱ) Karen says that she must make up for lost time.
     （カレンは失われた時間の埋め合わせをしなければならない、と言っている）
　→ Karen said that she must make up for lost time.
  なお、must が「義務・必要」を表す場合には、had to と変えてもOKです。
　 ◎Karen said that she had to make up for lost time.
 参考
  実はこのmust, 元来は過去形として使われ始めたのですよ。

(2)注意すべき事項（以下の５項目に注意しましょう）
 (a)伝達動詞の変化
 (b)接続詞を用いる
 (c)人称代名詞の変化
 (d)時制の一致
 (e)時・場所を表す副詞（句）


  直接話法の形式的な特徴は、引用符（", "）で囲まれた部分（漫画の吹き出しと言いましたね）があることです。その引用符で囲まれた部分がどんな種類の英文であるかによって、上の５項目が変化してゆきます。
(3)被伝達部に注目
  第３６号で用いた直接話法と間接話法の例文を再度掲載してみます。
 　 直接話法：Tom said to Beth, "I love you."

    間接話法：Tom told Beth that he loved her.　
                    (a)       (b)  (c)  (d)   (c)
 ①平叙文の場合
  すぐ上で用いた文で、被伝達部（引用符で囲まれた文）は「平叙文」と呼ばれます。この場合が基本となります。直接話法を間接話法にする際の注意点は以下の通りです。　
 (a)伝達動詞：say to 人　→　tell 人  （注）to はつけない。ただし、「to 人」がない場合は、
                                                     say→sayのまま。
 (b)接続詞：that を添える。ただし省略される場合もある。　
 (c)人称代名詞：直接話法の人称代名詞が、誰のことかを明確にする。　
 (d)時制の一致：前の号を参考にして下さい。大切な点は、伝達動詞が「過去形の場合に限る」ということです。現在形ならば時制の一致はありません。「３単元のs」は必要。
　Tom says to Beth, "I love you." →　Tom tells Beth that he loves her.
 ②疑問文の場合
上の「平叙文」と「疑問文」の最大の違いは『語順』です。間接話法にする場合にはこの語順を「平叙文の語順に戻す」必要があります。次に大切な点は、「尋ねる文」なのですから、その気持ちを伝達動詞に表す必要があります。次の２種類に分けて考えます。
 (ｲ) 一般疑問文(Yes-no question)　◎YesかNoで答えられる疑問文のことです。
 (a)伝達動詞：say (to 人)→　ask (人)  （注）「to 人」がない場合でも、ask にします。 (b)接続詞：that の代わりに if または whether（～かどうか）を使います。
   Tom said to Beth, "Do you love me ?"　(ﾄﾑはﾍﾞｽに自分のことを好きかと言った）
               　疑問文→ you love me と置き換えて考えましょう。
→　Tom asked Beth if[またはwhether] she loved him.
 確認
 ifの意味は３つありましたね（第３０号）。

 (ﾛ) 特殊疑問文(Special question)　◎疑問詞で始まる疑問文のことです。
  語順を変える点では同じです。(ｲ)との大きな相違は接続詞です。特殊疑問文の場合には、接続詞の代わりに疑問詞をそのまま流用します。
      Tom said to Beth, "Who(m) do you love ?"　(ﾄﾑはﾍﾞｽに誰が好きかと言った）
                 疑問文→ who(m) you love と置き換えて考えましょう。
   → Tom asked Beth who(m) she loved.
 ●疑問文の注意：語順を普通の語順（主語＋動詞）に戻す
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